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Tシ鯨 ま10-2-10-3なので省略出来る. またT-0 の近傍では主要項呼較べて
(T/A)のべキだけ小さくなるが(ea式 によって発散するのでいづれにしても triplet









理北大 ･理 浦 田 信 夫
我々は液体 3H｡ の超流動状態が異方的なorder-parameter△ (β)を持つBCS状
態であ るとして paramagnonの散乱による粘性係数を〟T≫△ が成 りたっ範囲で求め




a) T 2 0.99T｡
b) T - 0.9T｡
とすると粘性係数 7は
a) 7 - 甲 (1-const･≪△ 2≫ )
b) ワ ニ で (1-C｡nst･≪△≫ )
となる.ここで≪･-･･≫はある種の角度平均を表わす｡ 甲の温度変化はほとんど△又は
△ 2 から生 じ,△の温度依存性がBCSの場合 と同じであるとすると,
△- 3･06 Tcノ~1二T/Tc (T<～Tc)






a)と b)での符の振る舞いが異なるのは 符の計算には anormalous region(2)が
大きくきいて くること,そして anormalousregionではvertexpartは簡単には
△/HTで展開することができないためである｡すなわち繰 り込まれた振動数を a,～n -
a'n-asigna'nとする時, もしα<△ならαで展開した方がよいことになるo a)で
は α≫△であ り, b)ではα≪△ である｡
このようにしてT≧0.9Tcでは a)とb)から内挿して 甲を求めることができる｡
又この取 り扱いでは ordered-stateの性質は order･-parameterの性質は order-
parameterの角度依存性とparamagI10mの変化に反映されている｡
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